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   A case of metastatic tumor of right spermatic cord in a 54-year-old man is reported. He 
visited our department with the complaint of a painless mass in right inguinal lesion. The initial 
diagnosis was a right spermatic cord tumor, and then orchiectomy was performed. Since pathol-
ogical findings showed a poorly differentiated adenocarcinoma, further examinations were done, 

postoperatively. An upper gastrointestinal series revealed the presence of gastric carcinoma. 
Thus, these results suggested that the spermatic cord tumor was a metastatic lesion from the gas-
tric carcinoma. Forty eight cases of metastatic tumor of the spermatic cord have been reported 
in our country. In 26 of these cases, gastric carcinoma metastasized to the spermatic cord. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1807-1809, 1989) 
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緒 言

精索腫瘍は比較的稀 な疾患 であるが,そ の大部分は

原発性腫瘍であ り,転 移性腫瘍は更に少ない.わ れわ

れは右鼠径部腫瘤 を主訴 として来院,精 査に よ り胃癌

の転移 と判明 した1例 を経験 したので報告する と共に

若干の文献的考察 を行 った.

症 例

患老:54歳,男 子

主訴1右 鼠 径部無痛性腫瘤

既往 歴=2年 前外痔核 で手術 を受 けた.同 じ頃 よ り

胃部不快 感 ・膨 満感があ り慢性 胃炎 と して近医 よ り投

薬を受けていた.

現病 歴:1987年10月 よ り右 鼠 径 部に 腫 瘤 を 触 知 す る

も放 置 。 しだ い に 増 大 す る ため,同 年12月3日 入 澤病

院 泌 尿 器科 を受 診,入 院 した.

入 院 時所 見 ・体 格 中等 度 だ が軽 度 の るい 痩 を 認 め

た.表 在性 リ ンパ 節 腫 脹 お よび 胸 部異 常 所 見 は な く,

肝腫 大 お よび 上 腹 部 腫 瘤 を認 め なか った.し か し,右

外 鼠 径 輪直 上 部精 索 に 直 径約3cm,表 面 不 整,弾 性

硬,軽 度 圧 痛 を 伴 い 可 動性 の あ る腫 瘤 を 触 知 した.睾

丸 副 睾丸 前 立 腺 に 異 常 を認 め なか った.

諸 検 査成 績.血 沈;1時 間 値12mm,2時 聞値28

mm.血 液 所 見;RBC428×Io4!mm3,HbI2.59/dl,

Ht39.6%,wBc5400/mm3、Plt14.2×104/mm3.

血液 生 化学;TP6.69/dl,GoT321u/1,GPT

261U/1,AlP14.1KAU,LDH3381U/1,Na142
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mEq/1,K3.4mEq/I,cllolmEq/1,BuNI1.l

mg/dl,cro.9mg/dl.尿 所見;異 常 なし.x線 検査;

胸部単純撮影,排 泄性腎孟造影に異常を認めなか った.

以上の結果 より右精索腫瘤 を疑い1987年12月8日 腫

瘍摘出術を施行 した,

手術所見:右 側鼠径管に沿 って皮膚切開を加 え,精

索を露出す る と腫瘍は周囲 と軽度に癒着 してお り,中

央部を精管 と血管が貫通 していた,こ のため,腫 瘍の

みの摘出 は困難 と判断,右 睾丸摘 出術を 施行 した.

なお,鼠 径ヘル ニアを認めなか った.

病理 組織学的所見 ・摘 出した腫瘍 は約3×2×1cm

の大 きさで割面は黄褐色,中 央部に精管お よび血管を

認めた.組 織学的には低分化 の異型性に富む腺癌細胞

が増殖 していた(Fig.1).

経過:術 後原発巣の検索を行 った ところ 胃透視 に

て 胃体部か ら幽門部にかけて壁の伸展不良,不 整 がみ

舞
Fig.1.異 型性に富む低分化型腺癌細胞が増殖 し

ている(H・E染 色)。

られ(Fig.2),胃 癌 と診断 され,さ らに全身的検索

を行 ったがほかに腫瘍は認 め られ ず精索 部腫蕩 は胃癌

からの転移 と推定 された.術 後3週 頃 よ り急激 に著 し

い貧血,嘔 吐,腹 水貯留を きた し,1988年1月 王2日死

亡 した.

考 察

悪性 リンパ腫,白 血病 な どの系統的悪性腫瘍を除 く

と,転 移性陰嚢内腫瘍 の 報告は少な く,前 回の集計1)

にその後検索 しえた症例2-5)を 追加 して も69例 を認め

るにす ぎない.転 移性精索腫瘍は さらに少 な く,陰 嚢

内腫瘍の中か ら抽出す ると48例 とな る.

自験 例を含め た転移性精索腫瘍49例 について検討す

ると,原 発巣は胃癌が27例(55.1%)と 最 も多 く,つ

いで腎癌5例(10.2%),結 腸癌4例(8.1%)の 順で

あ った(Table1).転 移部位は精索のみが35例,精

索+副 睾丸9例,精 索+副 睾丸+睾 丸4例,精 索+副

睾丸+睾 丸固有鞘膜+陰 茎海綿体1例 で,転 移部位を

増す ごとに例数は減少 した.左 右差は右側25例,左 側

20例,両 側4例 でわずかに右側が多か った(Tablc2).

年齢分布は11ヵ 月～82歳,平 均55.7歳(1人 不 明)で

あった.

Tablel.転 移性精索腫瘍の原発巣

1腸l
S状 結腸癌

(
横行結腸癌

盲 腸 癌

覆管甕
前立腺癌

睾丸腫瘍

胆嚢癌

肝内胆管癌

副腎神経茅海胞腫

不 明

壌

1)

…

…

二
計 49例

Tab且e2.本 邦報告例の転移 部位

部 位 右 左 両側 計

Fig.2.胃 体部か ら幽門部にかけて壁 の不整 と内

腔の狭小化を認め る.

精索

精索+副 睾丸

精索+副 睾丸+睾 丸

精索+副 睾丸+陰 茎海綿体
+睾 丸固有鞘膜

1418

81

31

3

1

35

9

4

1

計 2520449



入澤,ほ か1精 索 ・転移性腫瘍

生死 の記載が明 らかな21例 中13例(61.9%)が 死亡

してお り,発 見後の生存期間は1ヵ 月～12ヵ 月,平 均

5.2ヵ 月 とぎわめて予後不良であ った.ま た,記 載が

明らかな35例 中18例(51。4%)が 原発巣に先立 ち転移

巣が発見され ていた.

他臓器か ら精索への転移経路 として,① 逆行性 リン

パ性,② 直接 浸潤,③ 動脈性,④ 静脈逆行性,⑤ 精管

逆行性の5経 路が考 えられ るが6-8),消 化管腫瘍の場

合,① 広範 な リンパ節転移や手術に よる リンパ流の乱

れに よる逆 行性 リンパ行性転移,② 鞘状突起開存例 に

腹膜播種が起 きた場合 の直接浸潤,③ 門脈,肝 臓 を経

た後の動脈 性転移が 起 こる とされ ている(① 〉 ②〉

③)7).本 症例 の場合,手 術時鼠径ヘル ニアがなかっ

たこと,超 音波検査にて肝転移を認めず,ま た,生 化

学検査上肝機能に異常を認 めなか った ことに よ り,逆

行性 リンパ行性転移 と考 え られた.

前述 した よ うに転移性精 索腫瘍 は胃癌を原発 とする

ものが最 も多い.そ の他腎癌,膵 癌,S状 結腸癌な ど

か ら転移す るが,い ずれ にせ よ精索に転移を来す よう

な例 はかな り進行 している と考 え られ る.し たが って

予後は悪 く,転 移巣を摘除 し診 断がつ いてか らは1年

以内に死亡す るものが多い.治 療成績を 向上 させるに

は一刻も早い集学的治療が必要である.精 索は体表近

くにあ り触知 し易い ことか ら,注 意すれ ば腫瘤 の発見

は容易であるが,悪 性を疑わず,ま た悪性か ど うか戸

惑 うばか りで患老は 泌尿器科医を訪れるのが遅れ る.

本症例 も腫瘤 に気付 いてか ら病院に来る まで約2ヵ 月

を費 している.

われわれ は 日常 の診療において見逃す ことの無い よ

う心掛けなければな らない.

結 語

1809

54歳 男子 の胃癌を原発 とした転移性精索腫瘍 の1

例を報告す ると共に,若 干の文献的考察を加えた.

本論文 の要 旨は第199回 日本泌尿器科学会東北地方会 にお

いて発表 した.
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